
    

 

 

 

 

  

昨年の冬休みに成果が見られた取組です。「メディアに触れる時間のコントロール」「シフト先の工夫～手伝い・

読書・運動など」この２つが重要です。目標設定の際は一緒に相談に乗ってあげてください。なお、メディアと

は、テレビ・動画・ゲーム・ＳＮＳ・ネットなどです。（学習で活用するアプリやドリルなどは含んでいません） 

 

 

※インターネットを利用するときの責任ある行動

について考える。 

＜学びのポイント＞ 

「スマートフォンの危険性」～写真一枚を扱う際

にも細心の注意が必要 

＜学びからの気づき＞ 感想や決意など 

・人の迷惑にならないように気をつける。 

・投稿することがあるなら関係するすべての人に

相談することが大事。 

・感情に左右されてはいけない。 

・軽い気持ちで投稿してはいけない。 

・トラブルに巻き込まれないように注意する。 
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「道徳」の時間を利用し、メディア・リテラシーに関わることを学びました。３年生はゲーム依

存、４年生はコミュニケーション、５・６年生はインターネットの危険性について理解を深めまし

た。学んだことをこれからの行動に生かすことが大事です。各ご家庭においても、下記の内容を参考

にしていただき、メディア・リテラシー向上に努めていただきますようよろしくお願いします。 

 

 

※インターネット上に書き込むときに気をつける

ことを考える。 

＜学びのポイント＞ 

「公開性」～全世界へ公開される可能性がある 

「記録性」～コピーされた内容は削除できない 

＜学びからの気づき＞ 感想や決意など 

・住所・電話番号などの個人情報は書かない。 

・人の悪口・嫌なことことは書かない。 

・他の人の受け取り方も考え、言葉を選ぶ。 

・人が傷つくようなことは書かない。 

・自分が知らないことは載せない。 

・そもそもＳＮＳを使わなくてもいい。 
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※「やめられない」を断ち切るには、どんなことを

大切にすれば良いか。 

＜学びのポイント＞  

「自律」自分で自分の生活をコントロールできる

力をつけるのはどうしたよいか考える。 

＜学びからの気づき＞ 感想や決意など 

・ゲームをする時間を自分で守ること。 

・規則正しい生活を送ること。 

・起きる時刻を決める。 

・他のことをちゃんとやってからゲームをする。 

・ゲームをする時間を守れなかったら一週間禁止。 

 

 

※コミュニケーションツールを使うときに、どん

なことに気をつけなければならないか。 

＜学びのポイント＞ 

「誤解」「勘違い」が生まれないようにするために

するにはどんなことに留意したらよいか。 

＜学びからの気づき＞ 感想や決意など 

・相手が誤解しないように実際に顔を合わせる。 

・言い方・書き方・伝える方法を選ぶ。 

・わかりにくい言葉を使わない。 

・送る前にしっかり見直す。 

・知らない人とはやりとりしない。 

 


